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はじめに

　筑波フォーラム72号（2006年3月）の記

事でも私の研究内容とプロジェクトについ

て紹介しました。私の研究内容は「人の言

葉を計算する」ことであり、自然言語処理、

情報検索、音声言語処理が対象です。コン

ピュータはプログラミング言語の命令で動

作します。しかし、上述の研究領域では、人

間が使う言葉をコンピュータに解析させ、

また時には生成させることを目的としてい

ます。本稿では、以前の記事に書かなかっ

た最新の研究プロジェクトについて紹介し

ます。

言葉が支配する世界

　しばし、やや大袈裟な話にお付き合い下

さい。

　情報技術の発達によって、World Wide 

Web上に多種多様な情報が氾濫している現

状は皆さんご承知の通りです。いわば「情

報爆発時代」の到来です。

　Webにはテキスト、画像、動画などの

様々な形態の情報があります。中でもテキ

ストすなわち「言葉」は主要な情報です。文

筆を稼業とする者は「言葉は力なり」と信

じています。その通りです。しかし、Web

における言葉の力は、Webが登場する以前

とは比べ物にならないほど大きくなってい

ます。以下に、Web上で言葉が持つ力の具

体例を示します。

・知力

　 Wikipediaのように世界中の人々が様々

な事柄に関する知識を持ち寄ることで、

巨大な知の集合体を形成することができ

ます。

・権力

　 掲示板やブログへの書き込みによって社

会を扇動し、逆に社会から非難を浴びる

ことがあります。

・活力

　 掲示板や質問応答サイトでは他人どうし

が情報を共有し、悩みに答え、励まし合

います。こうした協力によって活力を得

る人もいるでしょう。

言葉が支配する世界への挑戦
－情報爆発時代の言語処理研究－
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・暴力

　 Web上の情報が引き起こす誹謗中傷や犯

罪幇助は社会問題にまで発展しています。

・財力

　 Web上の広告ビジネスは巨大な市場です。

適切な顧客に適切な広告を配信すること

で富を得ることができます。自分のホー

ムページに魅力的なテキストを載せて顧

客を集めればアフィリエイト広告で儲か

るかもしれません。集客用のテキストを

自動生成するプログラムまで存在します。

・判断力

　 商品を購入する場合や宿泊するホテルを

決める場合に、他人が書いた情報を信じ

て判断を任せてしまう人も多いのではな

いでしょうか。

・予知能力

　 ニュースやブログの記事を総合的に判断

し、社会の動きやトレンドの芽をいち早

く掴むことができれば将来の動きを先読

みすることができるかもしれません。

このように、Webにおいては、言葉を味方

につけることができるかどうかが重要にな

ります。Webもしくはその大部分は、「言葉

に支配された世界」です。 

　本来、言葉とは人間が使う道具です。人

間が言葉に支配されては本末転倒です。し

かし、情報爆発時代の到来によって、Web

上に存在する言語情報は人間技で処理でき

る分量を凌駕しています。どれが本当でど

れが嘘かもわかりません。言葉が持つ力に

人間の方が翻弄されています。

　私が近年行っている研究は、この言葉が

支配する世界への挑戦です。

情報爆発時代の言語処理研究

　実際的な話に戻ります。科研費特定領域

研究「情報爆発時代に向けた新しいIT基盤

技術の研究」（通称、情報爆発）では、コン

テンツ、インフラ、インタラクション、社会

制度などを柱として、情報爆発時代を乗り

切るための研究プロジェクトが行われてい

ます。

　私はコンテンツ系の公募研究として、

「WWWのオンラインマニュアル化による

知識検索」というテーマで研究を行ってい

ます。大雑把に言うと、Web上の情報を体

系化して、ユーザが持つ種々の要求や悩み

に対応するシステムの構築が目的です。「知

識検索」という言葉には、次世代型の高機

能検索を志す思いが込められています。

　既存のマニュアル（操作説明書）は、

チュートリアル、リファレンス、用語集、ト

ラブルシューティングの4点で構成されて

います。これらは物事を分かりやすく説明

するためのモデルであると考え、私の研究

ではWeb上のテキスト情報を上記4つの観

点で体系化することを試みています。
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　具体的には、Webを事典的に使うための

検索システム、問題を抱えるユーザに対し

て取るべき行動を示唆する質問応答システ

ム、ソフトウェアの操作手順を教示するヘ

ルプシステムを構築しています。これらの

システムは、どちらかと言えば、事実が客

観的に書かれたテキストを整理統合して、

新たな価値を創造することを目的としてい

ます。

　それに対して、Web上には時事問題に対

する意見、商品に対する批評、感想のよう

な主観的なテキストも数多く存在します。

専門性を問わずに誰でも容易に情報発信で

きるようになったことが背景にあります。

　これらの主観情報を体系化するにはど

うすればよいでしょうか？ またどのよう

な利用状況を想定して体系化すればよいで

しょうか？ 私の研究では、「意思決定」に着

目しました。次でもう少し詳しく説明しま

す。

意思決定支援のための主観情報集約

　他人が書いた主観情報は、自分の活動に

積極的に役立てることができます。一人の

主観情報だけでは信憑性に欠けるかもしれ

ません。しかし、多数の人間による主観情

報から傾向や法則を発見することができれ

ば、個人や組織の意思決定に役立つ場合が

あります。

　例えば、種々の商品に関する批評を読ん

で購入する商品を決める場合があります。

また、ある時事問題に対する賛成と反対の

意見を読んで自分の態度を決定する場合が

あります。

　私の研究では、主観情報を集約して、

種々の意思決定を支援するシステム

OpinionReader（オピニオンリーダー）を

開発しました。意見を読むための道具

（reader）と統率者（leader）の2つをかけた

名称です。

　ある話題について賛否両論が存在する場

合は、論点が存在します。例えば、「赤ちゃ

んポスト」の是非について、「人命を救う」

や「育児放棄の助長」などの論点がありま

す。意思決定とは、論点を中心に賛否両論

を洗い出し、より合理的な立場を採用する

過程ととらえます。

　OpinionReaderは賛否両論が対立する構

図を論点に基づいて可視化します。その結

果、ユーザは大量の主観情報を読まなくて

も、その話題に対する議論の全容を把握す

ることが可能になります。議論に途中から

参加したユーザにとっても有用性が高い機

能です。

　図1は「赤ちゃんポスト」という話題に対

する論点の分布を可視化した例です。図1

において、「虐待死」や「育児放棄」などの

語句が論点です。横軸は、右にいくほど賛
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成派に固有の論点であり、左にいくほど反

対派に固有の論点であることを表します。

縦軸は、上にいくほど各立場で重要な論点

であることを表します。

　一方の立場に偏って論じられている論点

は、逆の立場にとっては不利な論点である

か、もしくは議論が不十分なために逆の立

場では論じられていない可能性があります。

論点の分布を可視化することで、各立場で

何が論拠となっているのかが分かると同時

に、各立場にとって強みになりうる論点や

議論が不十分な可能性がある論点を発見す

ることができます。また、特定の論点をク

リックすると、その論点に関する代表的な

意見を賛成と反対で読み比べることができ

ます。

　このような機能を実現するために、

OpnionReaderは、論争の余地がある話題

をWebから抽出し、その話題に関するテキ

ストを検索します。さらに、検索したテキ

ストから意見性が高い部分を抜粋し、賛成

と反対に分類します。最後に、賛成と反対

の意見集合から論点を抽出して、各論点に

対する横軸と縦軸の値を計算します。今後

は、時間によって議論が変化する様子を可

視化することや、ディベートのような本格

的な議論における事前分析に応用すること

を予定しています。

図1　「赤ちゃんポスト」に対して論点の分布を可視化した例
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おわりに

　言葉が支配する世界に挑戦するためには、

人間が言葉を自在に操る仕組みを解明し、

そのモデル（言語モデル）をコンピュータ

のシステムに組み込むことが重要です。こ

れはすぐに解決できるような課題ではあり

ません。私が現役のうちにどこまでできる

かも不明です。しかし、過去10年くらいを

振り返ると言語処理の研究は着実に進歩し

ています。私の研究プロジェクトが目指す

のは、短期的には社会に役立つ種々のシス

テムを開発しつつ、その過程おいて少しで

も完成度が高い言語モデルを作り上げるこ

とです。




